
                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

  

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

   

 

行政書士無料相談会 をご利用ください！  

相続・遺言・エンディングノートについて、行政書士が相談に応じます。 

 

開催日時：平成２８年６月１２日（日）       ①午後１時～２時 

９月１１日（日）       ②午後２時～３時 

１２月１１日（日）         ※各回１組のみ 

会 場：白

会 場：白根学習館２階 ルーム１ 

対 象：新潟市に在住、または在勤・在学の方 

申込み：白根図書館窓口、または電話（025-372-5510） 

     でお申込みください。 

 

Ｎｏ  .１９２ 

 

発行 新潟市立白根図書館 
 新潟市南区田中３８３ 電話 （０２５）３７２－５５１０ 

shirone.cl@city.niigata.lg.jp 

２０１６年５月発行 
～Since 2000 ～ 

 

 

 

 

４月２３日（土）～５月３１日（火）に白根図書館・月潟図書館で行われる春の読書週間事業に

参加して、スタンプを集めよう！スタンプを５つ集めると、プレゼントがもらえます。 

※スタンプカードは白根図書館・月潟図書館共通で使えます。 

 

＜白根図書館のスタンプラリー対象事業＞ 

●「おはなしのじかん」・・・毎週土曜日 ①午後２時１０分～ ②午後２時３０分～ 

              それぞれの回ごとにスタンプが１個もらえます。 

●「この本だいすき！」・・・スタンプは１日１個まで 

●本を借りる・・・スタンプは１日１個まで 

★白根図書館・月潟図書館共通事業 

 

 

 

あなたのおすすめの本を、「紹介カード」に書いて教えてください。 

展示期間：４月２３日（土）～５月３１日（火） 

★新潟市立図書館共通事業 

 

事前申込み制、 

先着順です。 



いつも何気なく目にしているマンホールの蓋ですが、土地ごとに

様々なデザインがあることを知っていましたか。 

 この本では、日本列島の北から南まで、筆者が旅して見つけた多

種多様なマンホールのデザインが紹介されています。新潟市からは

「かもめ」と「萬代橋」、「汽車と石油櫓」のデザインのものが取り

上げられています。 

 日々の散歩のときや旅行に出かけた先で、足元のマンホールに目

を向けてみませんか。               （伊藤） 

 

   

                                                 

 

   

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

得田之久／ぶん 

織茂恭子／え 

（童心社） 

池上 修／著 

池上 和子／著 

（アットワークス） 

大きなあかいまる 1 つとたくさんのちいさなまるがちょこちょ

こ動いて…さあ、なにに変身するでしょう？正解は、あたたかくな

ってお散歩中にも見かけるようになった“てんとうむし”。 

この絵本では、いろんな色や大きさのまるがころころ転がった

り、ひらひら舞ったりしながら、身近なものに変身します。つぎは

何に変わるのか…ページをめくるたびにわくわくするのはもちろ

ん、鮮やかな色使いも楽しみの1つになるかと思います。 

また、シリーズに『さんさん さんかく』、『かくかく しかく』

もあり、そちらもおすすめです。           （加藤） 

今日は山奥の村に住むたろの誕生日。たろは、かあさんか

らごちそうのためにたけのこをとってくるよう言われまし

た。そこで仕事にかかろうと上着を脱ぎ、近くのたけのこに

すわると、そのたけのこは突然ぐんぐん伸び始めました。上

着をとられまいと、たろはたけのこにつかまりますが、たけ

のこの伸びる勢いは変わらず、どんどん空に近づくほど高く

なっていきます。村の人たちはたろを助けに向かいますが、

さて、たろとたけのこは一体どうなってしまうのでしょう。 

今の時期にぴったりな、テンポよく進む面白い絵本です。                    

（加藤） 

松野正子／さく 

瀬川康男／え 

（福音館書店） 



 

 

 

 

 

◆『戦争しない国が好き！』◆ 

   おのだめりこ/編著 （高文研） 

  女子中学生が、身近な人々から聞いた戦争体験を

綴った作文集。戦争体験者の伝言ではなく、主人

公になりきって小説のように書いてあり、非常に

読み応えがある。 

 

◆『日本はこうして世界から 

信頼される国となった』◆ 

佐藤芳直/著 （プレジデント社） 

日本人は誇りを取り戻していいのではないかとい

う著者の考え方が綴られている。自分だけの見方

ではなく、別の人の考え方を知りたいと思ってこ

の本を読んだ。 

 

◆『世界を平和にするためのささやかな提案』◆ 

池澤春菜[ほか]/著（河出書房新社） 

地雷についての内容が印象に残った。漫画家の方

も書かれていて、ティーンズ向けのわかりやすい

本。「読書が君と世界をつなぐ」という提案もあ

り、やはり本を読まなければと感じた。 

 

◆『子どもたちの日本国憲法 １』◆  

日本作文の会/編 （新読書社） 

憲法をもっと勉強したいと思って読んだ本。沖縄・

広島・長崎の子どもたちの詩や作文が載っているの

で、若い方に手に取ってほしい。戦争について、人

間の矛盾を問うような話も書いてあった。 

 

◆『昭和史 1926-1945』◆  

半藤一利/著 （平凡社） 

戦争で約 300 万人が亡くなった。当時はマスコミに

煽られ熱狂に流されたが、理性的に考えるべきだと

書かれている。複眼的な見方が必要だと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

◆『あの戦争は何だったのか』◆  

保阪正康/著 （新潮社） 

  「本当に真面目に平和について考えるなら、戦争

を知らなければ語れない」という文章に心を打た

れた。日本は戦争の総括が行われていない。 

 

◆『戦争論 (上・中・下)』◆ 

  クラウゼヴィッツ/著  （岩波書店） 

  戦争とは政治の延長線だと書かれているが、国際

政治を行い、戦争するかしないかは当事国に任せ

られる。四方を海に囲まれた日本の立地では、平

和を希求する条件がそろっているが、前段階で清

算すべき問題がある。 

 

◆『ビルマの竪琴 

(21 世紀版少年少女日本文学館 14)』◆ 

竹山道雄/著 （講談社） 

この本を最初に読んだとき、戦死した仲間を弔    

うために行動する主人公の姿が強く印象に残った。

希求するだけでは平和にならない。自分も平和の

ために行動できる人間になりたいと思った。 

 

◆『へいわってどんなこと？』◆ 

  浜田桂子/作 （童心社） 

戦争しないことだけが平和ではない。心が平和を

感じられるのはどんなことなのかを、短い文章と

わかりやすい絵で紹介している。最後は子どもた

ちの存在を認めてくれるような内容で終わってい

る。  

4 月 17 日(日) 

参加者 6名 

月の読書会 

次回の読書会 

読書会は好きな本を持ち寄っておしゃべりする、午後のお茶会のような集まりです。 

5 月 15 日（日）午後 2時～ 

会場 白根学習館ルーム 2 

 

「母をおもう本」 

 

5 月の読書会テーマ  

 申込みはいりません。気軽に本の話をしましょう。 

おいしいお茶とお菓子を用意してお待ちしています。   しろね図書館友の会共催 

白根図書館 

読書会報告 

  NO.186 

  

今月のテーマ 

「平和の本」 



 

  

 

 

 

            

           

            

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

味方地区図書室だより 

〒950-1294 新潟市南区味方 1544（味方出張所内） 電話：025-373-4788 

開室時間：午前 9時～午後 9時 30分 

2016年 5月 

★新着図書のご案内★ 

 

 

 

『また、同じ夢を見ていた』（双葉社） 

 住野よる／著 

 

誰にでもやり直したいことがある―。“今”

がうまくいかない全ての人に贈る物語。 

 

『猫舌食堂』 

（ﾌﾞｲﾂｰｿﾘｭｰｼｮﾝ） 

円まどちぇ／作・ 

もりみさ／絵 
 

食堂で働く見習いネコ

「ボク」のお話。ボク

は毎日、常連さんに出

前を届けます。 

 

『主夫になろうよ！』（左右社）  

佐川光晴／著 

 

主夫だって輝ける！主夫歴 20 年の著者が、

楽しみながら生きる秘訣を伝授する。 

 

 

5 月のブックスタートは 19 日(木)です。 

4 月の来館者数…9、155 人    

5/6(金) 5/13(金) 5/20 (金) 5/27(金) 6/1(水) 

白根図書館休館日  毎週金曜日・毎月第1 水曜日 

 

 

5/14(ルーム 4.5) 午前 10 時～ 

5/28(ルーム 4.5) 午前 10 時～ 

おはなしかご例会 

毎月第 2、第 4 土曜日 

※白根図書館で活動しているボラ

ンティアグループの勉強会です。 

 

 

5/15(ルーム 2) 午後 2 時～ 

読書会 

(毎月第3日曜日に開催) 

白根図書館 6/1 までの行事   

4/23～5/12 は、こどもの読書週間です。 

みなさんのおすすめの子どもの本を教えてください。 

あなたのおすすめの１冊が、誰かの新しい「本との出会い」に

つながります。 

この本だいすき！ 

 

絵本のよみかたり 

午後 2 時 10 分～ 

ストーリーテリングﾞ 

※おはなしをかたります。 

午後 2 時 30 分～ 

おはなしのじかん 

    毎週土曜日 



 

 

「この本 だいすき！」（新潟市立図書館全館で開催中！） 
みなさんのだいすきな本、おすすめの子どもの本をしょうかいカードに書いて参加しよう。 

【期 間】４月２３日(土)～５月３１日(火)  

「わくわくスタンプラリー」（白根図書館・月潟図書館共通事業） 
 本を借りたり「おはなしのじかん」などの行事に参加したりするとスタンプが集まります！ 

 ５つ集めると、ステキなプレゼントがあります。 

【期 間】４月２３日(土)～５月３１日(火)  

「春のスペシャルおはなし会」  

絵本の読みかたりと工作の時間です。 

【日 時】５月１４日(土) 午前１０時３０分～１１時１５分  

参加申込不要です。直接会場へおいでください。 

 

月潟図書館だより 
２０１６年 ５月 

編集・発行 新潟市立月潟図書館 
〒950-1304 新潟市南区月潟1417番地  電話：025-375-3001 FAX：025-375-1060 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

読み聞かせボランティアグループ 

「えほんのへや」によるおはなし会です。 

５月のテーマ展示 
 

こ ど の 読 書 週 間も 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 

 

月潟図書館      月の休館日（翌月の図書整理日まで） 

 
４日(水）、５日(木)、９日(月）、１６日(月）、２３日(月)、

３０日(月)、 

６月１日(水) 

火曜～金曜 ： 午前10時～午後7時 

土曜～日曜 ： 午前10時～午後5時 

開館時間 

 ◇毎月第２・４木曜日午前11時～午前11時30分 場所:視聴覚室   

     ◇毎週土曜日午前10時30分～午前11時     場所:視聴覚室 

おはなしの 

じかん 

５ 休館日 毎週月曜日・毎月第一水曜

日 

こどもの読書週間中に紹介されました、 

みなさんのだいすきな本や、おすすめの   

子どもの本を展示します♪         この本 だいすき！ 

 

赤ちゃんタイム 

毎週木曜日 午前10時～正午 

場所：視聴覚室 


